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平成平成2222年年３月期３月期の総括の総括

■当期の業績

当社グループは、第７次中期経営計画(平成２１年度から平成２３年度まで)
を確実に実行し、当社及びグループ７社間の結束力を強め、シナジー効果を発
揮すること、また顧客に対するＢ(ビフォア－)・Ｐ(プロセス)・Ａ(アフター)
サービスを具体化、実践すること等の方針展開に努め、利益の創出のために全
役職員一丸となって職務遂行して参りました。

しかしながら、この結果、

受 注 高 ： 民間設備投資等の減少等の影響により、119億20百万円
（前年同期比4.2％減）

売 上 高 ： 同上の理由等により、120億58百万円（同15.9％減）
繰 越 高 ： 同上の理由等により、 33億56百万円（同 4.0％減）

営業利益 ： 売上原価、販管費の減少により、97百万円（同19.7％増）
経常利益 ： 営業外収益の減少により、62百万円（同10.2％減）
当期純利益： 同上の理由等により、22百万円（同62.5％減） となりました。



平成平成2222年年３月期３月期の総括の総括

■当期の連結業績（単位：百万円）
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平成平成2222年３月期年３月期 連結受注高及び連結繰越高連結受注高及び連結繰越高
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（単位：百万円）

※当期受注高の建設事業内訳：建築6,913百万円、土木2,671百万円
※当期繰越高の建設事業内訳：建築2,485百万円、土木 692百万円



平成平成2222年３月期年３月期 連結損益計算書連結損益計算書
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（単位：百万円）



平成平成2222年３月期年３月期 売上高（連結）セグメント別内訳売上高（連結）セグメント別内訳
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（23.0%）（34.6%）土木

（▲27.0%）（65.4%）建築

（▲0.6%）（7.5%）その他事業

（▲15.6%）（10.6%）環境事業

（▲66.9%）（1.3%）不動産事業

（▲15.9%）（100%）売上高合計

（▲15.0%）（80.6%）建設事業

（単位：百万円）

※建設事業内訳の建築・土木の比率は建設事業全体比



平成平成2222年３月期年３月期 連結貸借対照表連結貸借対照表
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増減（率）当期

（単位：百万円）

流動・固定資産：主に未成工事支出金と投資有価証券が減少したためであります。
流動負債：主に未成工事受入金が減少したためであります。
固定負債：主に退職給付引当金が増加したためであります。
純資産 ：主にその他有価証券評価差額が減少したためであります。



平成平成2222年３月期年３月期 連結株主資本等変動計算書連結株主資本等変動計算書

（単位：百万円）
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平成平成2222年３月期年３月期 損益計算書（損益計算書（個別個別））
（単位：百万円）
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平成平成2222年３月期年３月期 貸借対照表（貸借対照表（個別個別））
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6,639
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6,209
8,199
3,431
4,767

前期
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（▲6.8%）1,454純資産

（▲4.8%）6,322負債合計

（8.6%）466固定負債

（▲5.7%）5,856流動負債

（▲5.2%）7,777資産合計

（▲4.3%）3,282固定資産

（▲5.7%）4,494流動資産

増減（率）当期

（単位：百万円）

流動・固定資産：主に未成工事支出金と投資有価証券が減少したためであります。
流動負債：主に支払手形、未成工事受入金が減少したためであります。
固定負債：主に退職給付引当金が増加したためであります。
純 資 産：主に有価証券評価差額金が減少したためであります。



平成平成2222年３月期年３月期 株主資本等変動計算書（株主資本等変動計算書（個別個別））
（単位：百万円）
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の配当
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平成平成2222年３月期年３月期 連結キャッシュ・フロー計算書連結キャッシュ・フロー計算書

1,164

289
▲561

380
前期

▲269

▲30
541

▲889

（▲23.1%）895現金及び現金同等物

の当期末残高

(▲10.4%)259財務キャッシュ・フロー

(96.5%)▲19投資キャッシュ・フロー

(▲233.9%)▲509営業キャッシュ・フロー

増減（率）当期

（単位：百万円）

（営業活動によるキャッシュ・フロー）
未成工事受入金の減少が主な要因であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）
投資有価証券の取得による支出が主な要因であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）
長期借入金の返済による支出が主な要因であります。



当社グループの経営戦略・中期経営計画当社グループの経営戦略・中期経営計画

■経営戦略

以上の実行をとおして、当社グループは業をもって社会（顧客）に貢献し、投資い
ただいている株主の皆様の付託に応えていく所存であります。

当社グループは、「変化する時代・社会の中にあっても、常に顧客から選択してもら
える企業を目指し、もって、安定した収益基盤を築くことにより、社会（顧客）、株主、
社員の期待に応える」ことを基本としております。また、昨年度策定した第7次中期経
営計画（平成21年度から23年度まで）を１年で見直し、今後２年間で見直した事業計

画と経営目標を達成すべく、全力で取り組んで参ります。
その見直しの内容は、

１．常磐開発再生に向け、あらゆる営業機能を強化する。

２．総合環境事業確立のため、経営資源を集中・重点配分する。

３．内部体制・体質の改善成果を “かたち”にするため、安全・コスト・技術・人材など

の競争力を高める。

であります。



平成平成2222年年３月期３月期の通期の見通しの通期の見通し

当社グループを取り巻く経営環境につきましては、長期にわたる公共建設投
資の縮小と競争激化の中で、民間建設投資も落ち込み、大幅な改善は期待できず、
引き続き厳しい受注環境が当分続くものと予測されます。

以上の見通し及び取り組みを踏まえ

■当社グループの取り組みと対処すべき課題

見直した第７次中期経営計画に基づく施策を着実に実行して参ります。加えて、今
年度の経営方針として、

１．本部ごとに生き残りをかけ、事業戦略(営業、品質、コスト、安全、人材他)を策

定し、一体となって目標を必達する。

２．ノンコア事業の早期立ち上げと指定管理者制度への参入拡大を図る。

３．全社的な業務の効率化及び経費削減を推進し、間接コストを低減させる。

４. 社員の質的向上をねらいとした人材育成教育の充実を図る。

を掲げ、実行します。

■見通し



平成平成2323年年33月期月期 通期通期 連結業績予想連結業績予想

22

62

97

12,058

平成22年3月期

27

17

32

941

（125.5%）50当期純利益

（28.5%）80経常利益

（33.0%）130営業利益

（7.8%）13,000売上高

増減（率）平成23年3月期

（単位：百万円）



平成平成2323年年33月期月期 通期通期 個別個別業績予想業績予想

3円

14

41

70

7,736

平成22年3月期

0円

15

▲1

9

763

（▲4.0%）40経常利益

（0.0%）3円1株当たりの配当金

（103.2%）30当期純利益

（13.7%）80営業利益

（9.9%）8,500売上高

増減（率）平成23年3月期

（単位：百万円）



福島県いわき市常磐湯本町辰ノ口１
ＴＥＬ：0246-72-1111（代表）
http://www.jobankaihatsu.co.jp

“誠意と技術で創る”

業績の見通しについては、現段階の入手可能な情報による判断及び仮

定に基づいて算定しておりますが、予想に内在する不確定要因や今後の

事業運営における状況の変化等により、実際の業績の予想数値と異なる

場合がありますことをご了承願います。


